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１ 

１．はじめに 
 

人口の社会減対策の３つの視点＝「学ぶ」「働く」「暮らす」のうち、 

この議題では、「暮らす」を掘り下げる。 

「暮らす」は、「学ぶ」「働く」の基礎となり、それぞれを支える要素である。 

県民が誇りを持って三重県に住み続けること（流出防止）、様々な魅力
によって県内に人を呼び込むこと（帰県・移住促進）の双方の観点から、 

「暮らす場」としての魅力向上は重要であると考える。 

【論点】 
 

人口の社会減対策には、取りも直さず「働く場」の確保が肝心では 

あるが、「働く」を支える「暮らす場」の魅力向上について、この議題 

ではご議論いただきたい。 

資料では、まず「暮らす場」としての三重県の地理的状況等をお示し 

している。その上で、「ブランド」という概念を通じ、暮らす場として 

「選ばれる」ために三重県はいかにして魅力を向上させるべきかを、 

委員ならではの見地からご議論いただきたい。 





３ 

亀山区域 津区域 安濃区域 

松阪区域 多気区域 明和区域 



４ 

伊勢区域 鳥羽区域 志摩区域 

南勢区域 名張区域 青山区域 



５ 

伊賀区域 阿山区域 紀伊長島区域 

尾鷲区域 熊野区域 御浜区域 

※各区域の「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 計画書」から、「土地利用構想図」を引用。 

※上野区域については策定中につき掲載していない。 





７ 

主な鉄道網（フェリー含む） 鉄道等によるアクセスと所要時間 

リニア中央新幹線ルート概念図 

※図表出典：【左、右上】（公社）三重県観光連盟ウェブサイト「観光三重」 

          【右下】リニア中央新幹線建設促進期成同盟会ウェブサイト 



三重県の港湾 

８ 

中部国際空港から主な空港への所要時間（イメージ） 

中部国際空港から三重県内へのアクセスと所要時間 

（２）交通網〔続き〕 

※図表出典：【左上、左下】（公社）三重県観光連盟ウェブサイト「観光三重」 

          【右】三重県県土整備部港湾・海岸課ウェブサイト「三重の港湾と海岸」 



９ 

（３）通勤状況 

通勤者からみる県外との関係図（通勤者数1,000人以上） 

総務省統計局「平成22年国勢調査」から、三重県戦略企画部統計課作成。 

 

※「三重県から県外への通勤者」及び「県外から三重県への通勤者」が1,000人以上のものについて図示。 

※矢印が太いほど、通勤者数が多い。 

※各府県で、主な通勤元（住んでいる市町）及び通勤先（働いている市町）を表に記載。 

三重県内から県外への通勤者数を見ると、 

愛知県に通勤する人が最も多く、約34,000人。 

逆に愛知県から三重県への通勤者は約12,700人と 

なっている。 
※桑名市内の団地から名古屋市内には、片道約40分の高速バスがある。 

 

また、大阪府にも約6,300人が通勤しており、 

大阪府から三重県への通勤者は約1,500人となっている。 
※名張駅～鶴橋駅は近鉄快速急行で約60分。 

 

その他、 

・岐阜県へは約1,200人が通勤している一方、 

 その３倍の約3,600人が三重県内へ通勤している。 

・奈良県とは約3,200人：約3,800人、 

 和歌山県とは約2,300人：約1,200人、 

 滋賀県とは約1,200人：約1,400人の、 

 それぞれ「出：入」の人数となっている。 

 

⇒数多くの人が、県境を越えて就労している。 

かつ一方で、有業者の通勤（片道）の平均時間は、 

男性で43分、女性で32分となっており、職住接近も実現されている 

と言える。（全国平均＝男性：50分、女性：36分） 

※独立行政法人統計センター「地域別統計データベース」 

  （データは2011年のもの） 
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（４）移住・定住に関する既存の取組例 

三重県における移住・定住等につながる既存の取組（例） 

名 称 取 組 の 詳 細 

三重の移住・交流ポータルサイト 

「ええとこやんか三重」 

三重県と県内市町が、県内外からの移住・交流希望者に対して、交流居住に関する情報や田舎
暮らしの魅力を情報発信するポータルサイト。 

（http://www.ijyu.pref.mie.lg.jp/index.php） 

南部地域活性化推進協議会 

「集落支援・空き家活用部会」 

（※４つある部会の内の一つ） 

各市町が実施している「空き家調査」や「空き家改修」などのノウハウ等の共有を図り、空き
家活用の具体的な方策について検討を進める。 

※いわゆる「空き家バンク」の取組は、いなべ市、東員町、亀山市、津市、大台町、志摩市、 

 南伊勢町、大紀町、紀北町、熊野市、紀宝町で行われている。（平成26年６月現在、 

 「ええとこやんか三重」掲載情報） 

同上「移住・交流部会」 

三大都市圏で行う「移住相談会」等において発信する情報について検討・協議する。 

⇒「岐阜と三重の合同移住相談会」（於：名古屋）、「紀伊半島移住セミナー」（同）、 

 「ええとこやんか三重移住相談会」（於：大阪）、「首都圏営業拠点三重テラスを活用した 

 移住相談会」（於：東京）の開催など。 

紀南農業・農村担い手対策事業 

柑橘農家の担い手を確保するため、「三重南紀元気なみかんの里創生プロジェクト協議会」が
実施する就業希望者向けの基盤整備や情報発信等に対し支援を行う。 

対象：定住促進に向けた基盤整備（研修用の住居の整備等）など。 

⇒H25年度には短期研修者を１名受入（長期研修に移行）、整備した空き家に入居。 

田舎暮らし体験事業 
地域への移住を促進するため、熊野市・大紀町・紀北町が実施する田舎暮らし体験ツアーに 

対して支援を行う。（PRチラシの作成、ツアーの実施） 

出逢い・結婚支援事業 

少子化対策や定住促進の観点から、市町等が実施する事業に対し支援等を行う。 

⇒H25年度の実績：紀宝町、大台町、鳥羽市、玉城町、熊野市、南伊勢町における婚活 

 パーティー等。 

⇒今年度は、南伊勢町、玉城町、大台町、熊野市、紀宝町、尾鷲市、紀北町を支援する予定。 













三重県内の産直施設・青空市（地図上の☆印） 

※三重県ウェブサイト「美し国三重の産直マップ」をもとに、事務局作成。 

毎月第３日曜日とその前日は、「みえ地物一番の日」。 

協賛事業者（県内177,県外41[平成26年6月現在]）のみなさんが、
それぞれの店舗で、それぞれのやり方で、 

一斉に三重県産食材をクローズアップしていただいている。 

【関連】みえ地物一番 

平成25年度第４回三重県経営戦略会議では、田中里沙委員 

から、伊勢市内で活躍する一流シェフについてご発言があった。 

伊勢にレストランを構えるフレンチ及びイタリアンのシェフ達が、 

2008年に結成した「うましくに伊勢シェフクラブ」。 

同クラブのシェフたちは、「地産地消を心がけ、食文化への意識 

向上を高める事により地域の食生活の活性化が芽生えます」 

（引用：同クラブのウェブサイト）と語り、メンバーの過半数が 

「みえ地物一番」にも参加している。 

 

「地方にも世界の最先端というのは結構あると思っている。伊勢の
あたりには、フランス料理の一流シェフがおり、良いお店が 

たくさんあると聞いている。地域にいても、地元の食材と素晴らしい 

風土の中で腕を磨けば、世界最先端で通用するのだという意識を 

持つことが大事ではないか」 （上述の田中委員ご意見要旨） 

１６ 

（２）日常の買い物 【続き】 

















順位 都道府県 
年間収入 

平均（万円） 
（全世帯） 

1 福井県 830 

2 富山県 800 

3 東京都 780 

4 愛知県 764 

5 神奈川県 757 

6 栃木県 753 

7 新潟県 741 

8 石川県 741 

9 静岡県 736 

10 岐阜県 735 

11 三重県 735 

全国値 693 

43 青森県 590 

44 長崎県 586 

45 鹿児島県 583 

46 大分県 581 

47 沖縄県 452 

順位 都道府県 
年間収入 

平均（万円） 
（勤労者世帯） 

1 福井県 871 

2 東京都 837 

3 三重県 808 

4 富山県 806 

5 岐阜県 800 

6 滋賀県 797 

7 栃木県 795 

8 茨城県 793 

9 山形県 792 

10 石川県 788 

全国値 740 

43 北海道 646 

44 長崎県 646 

45 青森県 623 

46 宮崎県 618 

47 沖縄県 500 

順位 都道府県  

年間収入の 
ジニ係数 

（二人以上 
の世帯） 

1 沖縄県 0.339 

2 大阪府 0.336 

3 徳島県 0.334 

4 長崎県 0.331 

5 宮城県 0.32 

6 福島県 0.32 

7 福岡県 0.316 

8 福井県 0.313 

9 高知県 0.313 

10 大分県 0.312 

全国値 0.311 

43 石川県 0.287 

44 山口県 0.284 

45 三重県 0.282 

46 北海道 0.281 

47 京都府 0.274 

２４ 

平均年収〔全世帯／勤労者世帯〕（都道府県別） 年収のジニ係数（都道府県別） 貯蓄 
（二人以上世帯、都道府県庁所在地別） 

出典（左から３つ）：独立行政法人統計センター「地域別統計データベース」（データはいずれも2012年のもの） 

平均年収は比較的高い。 かつ、平等性は比較的高い。 

※ジニ係数＝所得分配の不平等さを測る指標。 

         値が0に近いほど格差が小さい。 

世帯の貯蓄現在高も高い。 

（７）居住とお金 【続き】 

順位 都道府県 
貯蓄[万円] 

（二人以上世帯） 

1 三重県 2,324  

2 群馬県 2,280  

3 兵庫県 2,233  

4 静岡県 2,177  

5 東京都 2,068  

6 京都府 2,060  

7 滋賀県 2,044  

8 奈良県 1,993  

9 香川県 1,965  

10 岐阜県 1,942  

  全国 1,658  

43 秋田県 1,137  

44 山形県 1,134  

45 鹿児島県 1,118  

46 青森県 939  

47 沖縄県 763  

出典：総務省「家計調査年報（平成24年）」 

※値は各都道府県の県庁所在地のもの。 




